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地域貢献事業「親子ふれあい農園」が開催されました

センターからのお知らせ

「親子ふれあい農園」は、村松ステーションで例年、４月～８月の間、全４回にわたり開催しています。 内容はじゃがいも、エダ
マメの栽培と収穫，草花のスケッチ、ヒツジの毛刈り体験，羊毛のマスコット作りなどです。
今年度の参加者は約70名。先日、最終回（第４回目）が開催され、ファイナルパーティーが開かれました。 第２号では、ふれあ
い農園の様子を第一回目からダイジェストでご紹介します。

4月28日開催
6月9日開催

7月28日開催

8月25日開催

農農 産産 物物 情情 報報

高橋先生によるジャガイモとエダマメのお話、

“実体顕微鏡”で虫を観察、そして、羊毛でマス
コットを作りました。

最後は村松ステーションと新通ステーションで収
穫された野菜でカレー（大人味と子供味）を作って
パーティーをしました。

今年も美味しいお米を収穫しました。

こしいぶき、コシヒカリの申し込みを開始し、たくさんの注文を
いただきました。

サツマイモ、サトイモが旬を迎え、裏口で不定期に販売します。
10月下旬から長ネギ、ダイコンが登場予定です。

今年も、ふれあい農園のスタートです。
まずはイモとマメのお勉強・・・ そして、畑でジャガイモの
タネイモとエダマメを播種しました。

イモとマメをたくさん収穫
するために、畑の雑草をとりま
した。
雑草もよくみると花が咲い
ていたり、色々な種類があり
ます。
畑の雑草を観察、スケッチし
ました。

上手に描けた？上手に描けた？

収穫です！春に植えたタネイモからジャガイモがたくさん
とれました。
エダマメも食べごろです。土と太陽の恵みをいただきま
す！


